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販路
販促
支援

全員一丸の販売促進ができる体制づくりを支援北海道

支援体制

室井 裕美 氏
専
門
家

■支援の経緯
本企業は、北海道旭川市において創業以来30年以上にわたり地域に根差した営業を行っている老舗洋菓子店であ
る。「お昼ねプリン」などのヒット商品に支えられ、これまで順調に業績を拡大しており、3年前に同市内に初の支店とな
る2号店を出店した。しかし、地域の顧客層の違いから、支店での客足が伸びずに苦戦を強いられていたこともあり、取
引金融機関の紹介で当拠点に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
当拠点のＣｏが面談や現地視察を重ね、本企業と競合店の環境を分析したところ、近隣有力店はデザイン性の高い
“おしゃれな”洋菓子を、主に地域の若年層を対象に提供していた。そこで本企業のターゲットをファミリーや高齢層に
絞り、老舗のイメージを再認識させるという営業方針で合意した。具体的にお店づくりを進めるなかで、ターゲットに合っ
たＰＯＰや販売促進グッズ制作のノウハウが必要となったことから、支援経験が豊富な本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
まず、店づくりの目標を、老舗のイメージを保ちつつも“入りやすい店”とすることとし、
そのためのＰＯＰやキャッチコピーについて、作り方の基礎を指導した。また、店外に
も告知できるよう窓ガラスへＰＯＰを設置するよう提案し、季節商品の販売時期に告知
を強化してプロモーションに緩急をつけるなど、効果的なPR方法についてアドバイスを
実施した。

さらに、従業員各自が担当商品を決めてＰＯＰを作成しながら各々責任を持って販売
促進を行うようアドバイスし、自社のみで継続して推進できる販売促進体制の構築を支
援した。

支援概要
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■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000t6Z7BQAU

■氏名：室井 裕美
■保有資格：なし
■専門分野：販売促進
■専門家の声：実践的で、現場ですぐ
に活用できるような販売促進の方策
をアドバイスするのが支援の方針。
本支援は、吸収力の高い従業員のモ
チベーション向上にもつながり、体制
作りにも寄与した支援となった。

即実践できるものが多く、大変わかりやすい支援でした。
具体的に売上につながったこともそうですが、何より専門家
派遣を通して、社内の雰囲気が明るく変わりました。
特に若い従業員から積極的に提案が出るようになり、工夫が
できる組織になったことが、一番の成果と感じています。
室井先生が地元旭川出身であることが、従業員にとっての親
近感にもつながったと思います。
これからもずっと、地元旭川に愛されるお菓子と、お店作りに
励んでまいります。

専門家の支援に基づきＰＯＰを制作し、設置したことにより、店舗内外からの視認性が高まり、
来客数の増加につながった。特に夏季のジェラート・アイスは、季節商品として店頭プロモーショ
ンを強化した結果、7～9月の3か月間で、販売個数が前年の1,311個から2,516個に、売上額も
555千円から846千円まで増加するなど、支援前に比べ1.5倍の伸びを達成した。
このように、季節ごとに売場展開に強弱をつけていくことで、今後も売上の伸びが期待できる。

有限会社 エチュード洋菓子店

■業種：卸売業、小売業
■従業員：9人
■資本金：1,000万円
■創業：昭和58年10月
■住所：北海道旭川市旭町1条9-689-23
■企業概要：洋菓子店
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https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000t6Z7BQAU
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洋菓子店の「高付加価値販売」への転換支援青森県

支援体制

川村 将久 氏

青森県よろず支援拠点

専
門
家

スイーツラボC＆Y（キャンディ）

■業種：卸売業、小売業
■従業員：5人
■資本金： -(万円)
■創業：平成26年6月1日
■住所：青森県青森市旭町2‐3-27
■企業概要：洋菓子店

■支援の経緯
本企業は、青森県青森市に創業した洋菓子店である。事業主はこれまで洋菓子店で経験を積み、2年前に念願の創
業を果たしており、創業以来、本企業は地域の顧客に評価されてきたが、これまでは販売促進にまで手が回っていな
かった。そこで、創業3年目を迎えるにあたり、今後は販売促進にもしっかり力を入れていきたいとの考えから、その手
法について当拠点に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
当拠点Ｃｏが実際に店舗に出向きヒアリングを行ったところ、日々の接客対応に追われており、計画的な販売促進活
動が行えていないことがわかった。そこで、陳列レイアウトやＰＯＰの改善及びＳＮＳの効果的な活用方法を習得するこ
とにより、販売促進活動を行うことが必要であると判断し、販促物デザイン、顧客拡大、
の支援実績が豊富な本専門家を派遣することで課題の解決にあたった。

■専門家による具体的な支援内容
まず、基本戦略として「高付加価値販売」を提案した。具体的には、安売りの告知や
クーポン告知は廃止するよう提案するとともに、ＰＯＰの色も改善し、高級感を与える
ダークブラウンを使用するようアドバイスした。また、ジャンル別に色で統一感を演出
することで、顧客が店舗内を回遊し、「もう1品ついで買い」を促す陳列方法を紹介した。
また、季節毎のイベントのキャンペーン開始時期が年々早まっていることから、後手
にならずに準備ができるよう、年間の販売促進計画を立案するよう提案し、そのため
の方法をアドバイスした。さらに、低コストの情報発信手段としてＳＮＳの活用を提案し、
特にＩｎｓｔａｇｒａｍに写真を掲載することで顧客の来店を誘発するよう提案した。
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■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjHiAAJ

支援

企
業

■氏名：川村 将久
■保有資格：青森デザイン協会会員
■専門分野：販促デザイン支援
■専門家の声：企業の想いを最大限
効果的に顧客へ伝えることのできるよ
う、具体的な、低コストですぐ行える販
売促進方法提案を行った。洋菓子店
における「ハレ」を演出し、ファンの獲
得を目指していただきたい。

川村先生のアドバイスはどれも具体的で、忙しい日々の中
でも計画的に実施できるような項目で、これから実施していき
たいと思います。
私の想いや、今後どのような店にして行きたいかなど、親身
に丁寧に聞いていただきました。その想いをくみ取ったデザイ
ンや販促方法などアドバイスいただき、大変感謝しておりま
す。従業員や地域のお客様に支持いただける、夢のあるワク
ワクするような洋菓子店に育っていきたいと思います。
大変ためになる支援有難うございました。

年間販売促進活動カレンダーを作成することにより、効果的でタイムリーなキャ
ンペーンを計画できるようになった。また、Ｉｎｓｔａｇｒａｍによる情報発信の結果、掲
載した写真に対して100件近い反応をもらえるようになり、発信内容を閲覧したこと
による来店客が増えてきている。
さらに、安売り等を廃止し「高付加価値販売」に切り替えたことで、顧客一人当た
りの売上単価が増加し、売上額が増加するようになった。

ハロウィンフェア

商品陳列

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjHiAAJ
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地元食材を用いた醸造食品の商品ブランド化支援岩手県

支援体制

菅原 敬 氏

いわて中小企業支援プラットフォーム

株式会社北日本銀行

専
門
家

株式会社 浅沼醤油店

■業種：製造業
■従業員：25人
■資本金：1,000万円
■創業：大正3年
■住所：岩手県盛岡市中ノ橋通1-8-2
■企業概要：味噌・醤油醸造

■支援の経緯
本企業は、岩手県盛岡市に本社のある大正3年創業の味噌・醤油の醸造メーカーである。これまで培ってきた醸造技
術やノウハウを活用し、従来の味噌・醤油の他、地元食材を用いた「新しいタイプの醤油」やアレルギー対応商品など
様々なニーズに応えられる調味料を開発してきた。しかし、商品のラインナップを多くしたもののそれぞれの商品毎の売
上は減少傾向にあった。そこで、この状況を打開するためにどういった改善策があるのか当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ

本企業をヒアリングしたところ、小売商品のラインナップが多くなり過ぎた結果、商品ごとのターゲット層が明確になっ
ておらず、顧客に対する商品毎の特徴や訴求力が弱くなってしまっている事が課題であると判明した。そこで首都圏で
のマーケティング／販路拡大支援において豊富な経験のある本専門家を派遣することで課題の解決にあたった。

■専門家による具体的な支援内容
まず、本企業の強みの確認、自社小売商品（ＢｔｏＣ商品）の抱える課題の分析・抽出作業を行った。その結果、同社
はこれまで多くの企業から試作開発を請け負っており（ ＢｔｏＢ事業）、その経験を通じた商品開発力を小売商品に転化
し、高品質な商品を製造できる点が強みとしてあげられた。また、自社小売商品については、地域貢献意識が高く、地
元地域を中心に良質な原料を提供できる生産者との連携により、独自性のある高付加価値商品を多数製造・販売して
いた。反面、商品毎の良さが消費者に適切に伝わっていないという課題が抽出された（実際にバイヤー等の試食評価
は高いが採用に至らないケースが多かった）。原因として、小売商品事業を立ち上げた当初より五月雨式に商品開発・
リリースを行っており、メーカーとしての想いは強いものの、自社ブランドのコンセプトが明確化されておらず、企業側か
ら消費者への提案要素が明確に表現されていない事があげられた。そのため、今回の支援では自社小売ブランドのコ
ンセプトと消費者に提供する付加価値を明確化し、コンセプトに沿った商品のリニューアルに関するアドバイスを行った。

支援概要
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専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000cveS9AAI

支援

企
業

■氏名：菅原 敬
■保有資格：なし
■専門分野：販路拡大・販促支援
■専門家の声：同社は多くの強みが
あり、社長の熱い想いと社員の高い
意欲があった。それ故に想い先行型
になりがちという問題点があったため、
体系的に自社の分析、改善点を提示
する事で課題解決が可能となる支援
であった。

派遣いただいた専門家は、実際にバイヤーでもあり、首都
圏を中心とした販路についても営業経験も豊富で詳しいため、
使う側の「消費者目線」、販売する側の「売る側目線」でのア
ドバイスがとても役に立ちました。
地方出身でもあり多くの地方メーカーの支援も行ってきてい
ることから、我々の「作り手目線」とのコミュニケーションも取り
やすく、アドバイスをもとに商品やリーフレットも実際にカタチ
にすることができました。成果が残せると思いますので、受け
たい支援が明確な事業者には特にお勧めしたいです。

浅沼醤油店の小売商品ブランド「食楽日和（くらびより）」のブランドコンセプトを明確化。
更にこれまでリリースした商品を、訴求点・ターゲット毎にいくつかのシリーズに分類した。
分類したシリーズの中から最も改良の余地のあった定番調味料シリーズを、あらたに
「くらシリーズ」とし消費者への付加価値を明確化する事ができた。
「ふつうをていねいに」というシリーズコンセプトのもと、素材にこだわった高品質な
日常使いの定番調味料としてリニューアルした。

ブランドイメージ写真（下）

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000cveS9AAI


平成28年度専門家派遣事例 4

販路
販促
支援

中華料理店の主力商品ＰＲによる販売促進支援宮城県

支援体制

中村 通 氏

みやぎ地域産業支援プラットフォーム

宮城県商工会連合会

専
門
家

中国料理 美華

■業種：宿泊業、飲食サービス業
■従業員：2人
■資本金： - (万円)
■創業：昭和34年
■住所：宮城県黒川郡大和町吉岡南1-27-7
■企業概要：飲食店（中国料理）

■支援の経緯
本企業は昭和34年に先代が創業し、昭和60年に現代表が事業承継した中華料理店である。これまで本格中華料理
店として営業してきたが、近隣に安価な商品を提供するファストフード店や大型飲食店等が進出したことにより、来店者
が減少し、厳しい経営状況が続いていた。そこで現状を打開し、来店者の増加及び売上の増加を実現したいと思ってい
たが、どう進めてよいかわからなかったことから、当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業にヒアリングを行った結果、近隣他店で取扱いの少ない担担麺及び酸辣湯麺が自社の主力商品であることが
わかったが、当該商品についてのＰＲが不十分であることが判明した。加えて、長年メニューが固定されてきたことによ
り顧客離れが進んでいることもわかった。
そこで、主力商品である担担麺及び酸辣湯麺の商品コンセプトを明確にし、消費者へＰＲを行うことが売上増加へ繋
がると判断し、コンセプト設計やリーフレット等のデザインについて豊富な支援実績をもつ本専門家へ依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
まず既存顧客の属性、商圏状況、提供商品及び主力商品についてヒアリングを実施したところ、本企業を取り巻く環
境が変化し、消費者層に女性が増えたことがわかった。そこで、新たな顧客層を意識した店舗コンセプトの確立が重要
であることを説明しつつ、新規顧客の呼び込みを目的に2つのイベントを提案した。1つ目は、ワンコインでのワインの提
供である。これは女性の利用機会を創出するためにカジュアル感を演出しつつ中華料理とワインのマリアージュによる
新感覚を提供することを目的とした。2つ目は主力商品である担担麺について、新商品を開発しシリーズ化することをア
ドバイスした。具体的なプロモーションについては、相談企業の経営資源を踏まえポスター及びチラシを利用することと
し、構成やキャッチコピーに加え商品撮影についてもアドバイスを行った。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Rxj9OAAR

支援

企
業

■氏名：中村 通
■保有資格：2級建築士
■専門分野：販路拡大・販売促進
■専門家の声：事業者の持つ「その
業界の常識」から逸脱した視点を提
供し、事業者の活性化を目指した。

ヒット商品及びロングセラー商品作り
の視点で、販促プログラミングと現場
実務を助言した。

以前は、新たな顧客層を取り込むこと及び新規事業を行う
ことに消極的でしたが、先生からの熱心な助言により、新た
なチャレンジを行うことができました。

今後は、新たなプランを企画しながら、事業の安定化に向
けた取組を行っていきたいと思っております。

自社を取り巻く環境の変化及び主力商品の再認識ができた。また、提案した2つのイベ
ントに取り組んだところ、新規客として女性の来店が増えてきた。
加えて、主力商品である担担麺については、新商品である「黒ゴマ担担麺」を開発し、9
月から商品提供を開始した。10月中旬時点までの約1.5ヶ月間で、昨年度同月期（9月・10
月）に比べ売上が20％位増加した。

商品ポスター写真

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Rxj9OAAR


平成28年度専門家派遣事例 5

販路
販促
支援

老舗酒小売店舗の店舗コンセプト改善による売上拡大支援山形県

支援体制

榎本 博之 氏

プラットフォームやまがた連絡協議会

公益財団法人山形県企業振興公社

専
門
家

株式会社 結城酒店

■業種：卸売業、小売業
■従業員：10人
■資本金：5,000万円
■創業：元禄年間
■住所：南陽市椚塚1605-4
■企業概要：山形の地酒専門店

■支援の経緯
本企業は元禄年間に上杉藩のもと、造り酒屋として創業した老舗である。戦後には酒造りから撤退し酒類全般の小売
店に移行した。しかし平成に入り酒販の自由化に伴い、大手量販店との価格競争で撤退も視野にあるなか、蔵元との
距離の近さを活かした「山形の地酒専門店」の店づくりを決断した。自ら店内ポップや陳列、外観のリニューアルなどを
実施したことで客単価や利益率は上がったものの、売上額の減少は止められなかったため、当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
当機関職員が店舗視察を行った結果、全体的にまだ「山形らしさ」が乏しいという印象であった。売上拡大・新規顧客
の獲得には、「山形の地酒専門店」というコンセプトを来店客にダイレクトに伝えられる販売促進策の立案が課題と判断
し、食品関係の小売業に精通しており店舗改善の支援に定評がある本専門家を派遣することで課題の解決にあたった。

■専門家による具体的な支援内容
まず、商品の陳列について、購買率の高い大手メーカーのビールや焼
酎などが入口付近に配置されていたが、「山形の地酒専門店」というコン
セプトに合うよう配置を変更し、地酒を前面に出して、「こだわり感」を演出
するよう提案した。また、店舗前に設置していた酒蔵提供のノボリも、県外
客にもわかりやすいよう「山形の地酒」と表記したものに変更するようアド
バイスした。さらに、季節に合わせた地酒特設コーナーを展開して、商品を
見つける楽しみと探す楽しみを提供する滞在型の店舗づくりを目指すよう
支援した。また、接客能力向上のため、簡単なおすすめポイントを社員同
士で共有するようアドバイスを行った。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjFlAAJ

支援

企
業

■氏名：榎本 博之
■保有資格：中小企業診断士
■専門分野：販売促進、社員育成
■専門家の声：結城社長はとても誠
実で真面目な人柄。私の提案にも真
摯、かつ熱心な取り組み姿勢でした。
社員の皆さんも前向きで一生懸命な
方々ばかり。この「組織力」を活かして
成長を続けてほしいと願っています。

榎本さんの支援には本当に感謝しています。今後は、酒蔵
との繋がりをより強化するべく、酒蔵ごとに担当を置くことを
検討しています。これまで酒蔵主催のイベントは手の空いて
いる社員が行くことが多かったのですが、酒蔵ごとの担当を
決めることで、社員同士の個人としての関係性を築き、それ
がよりよい商いにつながると考えています。小売側から蔵元
へフィードバックできる「生産県の小売店」という強みを伸ばし、
お互いより良い方向に進んでいきたいです。また、当社の事
例が、厳しい時代を生き抜く同業の方々に少しでも参考にな
れば嬉しいと考えています。

客単価の高い県外からの観光客が増え、支援を受けた翌年にはほとんどの月で昨年対比を上回る売上となった。加えて地元
消費者からも、「地元のお酒が揃う店」との評判が広がり、贈答用商品の購入が増加した。
また、支援の過程で社員への情報共有を実施したことで、会社の方向性の統一が図られた。お酒のことに詳しい顧客が増えた
ことで難しい質問も増えたが、それに応えようと社員自身が唎酒師（ききさけし）の資格取得を目指すなど意識が変わっていった。
今回の支援は、顧客はもとより、本企業で働く社員にとっても満足する組織へと変わっていく、好循環のきっかけとなった。

店舗内・地酒コーナー

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjFlAAJ


平成28年度専門家派遣事例 6

販路
販促
支援

レーザー加工技術を生かした新商品開発と販路開拓支援群馬県

支援体制

臼井 基樹 氏

群馬県中小企業支援プラットフォーム

公益財団法人群馬県産業支援機構

専
門
家

株式会社 ワークステーション
（工房利八）

■業種：製造業
■従業員：17人
■資本金：3,000万円
■創業：平成19年10月
■住所：群馬県太田市西新町14-1
■企業概要：精密板金部品の製造

3次元レーザー剥離等加工

■支援の経緯
本企業は群馬県太田市で精密板金業を営んでいる。自社のレーザー加工技術を活かして金属・木材等にアートを彫
刻するブランド会社「工房利八」を立ち上げ、平成28年2月にギフトショーへの出展や都内日本料理店における商品発
表会などを行った。その結果多くの反響があり、商社、画商、インターネット販売企業などから多数の問合せを受けた。
そこで、当該技術をもとにした新商品を開発のうえ、販売を図ろうと、当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
当機関がヒアリングしたところ、本企業は新商品の販売にあたり、商品のコンセプトや販売体制が不十分であることが
わかった。そこで、新商品の開発から販売までの一貫した支援が必要であると判断し、販路開拓支援の実績が豊富な
本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000t6FNJQA2

支援

企
業

■氏名：臼井 基樹
■保有資格：
■専門分野：販路開拓
■専門家の声：非常に高い技術や、
社長をはじめスタッフの皆様の高い意
識があるため、展開早く新商品開発
が進んだ。

「昔の職人の技を現代の職人がハイテク技術で現在に蘇ら
せる」をコンセプトに、版木絵や装飾桐箱等を2016秋の東京ギ
フトショーに出展しました。
臼井先生のアドバイスもあり、弊社の商品が日本橋高島屋
の文具売場で取扱いされることとなりました。

支援により、群馬県桐生市の伝統工芸品である桐箱と本企業のレーザー加工技術を組み合わせ、
伝統工芸と最新技術の融合品である「レーザー彫刻桐箱」という商品コンセプトが完成した。
また、展示を予定するギフトショーのブースレイアウト及び出展者への営業アプローチ方法が定ま
り、平成28年9月に開催された東京インターナショナルギフトショーにおいて好評を博し、大手百貨
店からの受注が決まった。今後は桐箱だけでなく、高級文書箱、木製はがき、間伐材コースターな
ど、群馬県内の木材や工芸品とのコラボ商品を販売することを検討している。

まず新商品のコンセプトについて、本企業のレーザー加工技術と地域の伝統産
業を融合させて他社ではマネができない製品とするよう提案した。具体的には、群
馬県桐生市の伝統工芸品である桐箱と本企業のレーザー加工技術を組み合わせ
ることで、精密な彫刻を施した桐箱とするよう提案した。また、新商品の販売展開
にあたり、買取と委託販売の違いや仕入値などの設定方法、発注ロットによる特例
など商品販売の統一基準を設定するよう提案し、新商品の販売体制の構築を支援
した。さらに、新商品を出展する予定であったギフトショーに向けて、展示のコンセ
プト、ストーリー作り及びブースレイアウトについてアドバイスを行った。

（下）完成した「レーザー彫刻桐箱」

東京ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙｷﾞﾌﾄｼｮｰの出展ﾌﾞｰｽ

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000t6FNJQA2


平成28年度専門家派遣事例 7

販路
販促
支援

下請企業の自社開発商品に伴うマーケティング戦略支援群馬県

支援体制

大津 尚史 氏

シルクカントリープラットフォーム

しののめ信用金庫

専
門
家

株式会社 三山精工

■業種：製造業
■従業員：67人
■資本金：1,000万円
■創業：昭和41年創業
■住所：群馬県甘楽郡甘楽町大字小川304-1
■企業概要：樹脂加工・組立、光反射笠設計製造

■支援の経緯
本企業は、東京都三鷹市に本社を置く創業50年の歴史をもつ企業であり、本社では金属部品の加工を行い、群馬県
内の工場では環境事業や機器組立を営んでいる。平成27年に東京都の「新製品・新技術開発助成事業」を利用し、次
世代除菌消臭器ＭＯＮＴＲＯＩＳ「ジアフリー」 を試作開発した。そこで、開発した本製品の販売を図るため、マーケティン
グ戦略と販路開拓の方法について、当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業は今まで下請企業として部品製造のみを行っており、商品の販売や広告に関する経験がなかったことから、開
発した商品を市場に投入するにあたり、市場や競合他社の分析、ブランドや事業戦略の支援が必要であると判断した。
そこで、新商品販売に向けたマーケティング戦略支援の実績が豊富な本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjCjAAJ

支援

企
業

■氏名：大津 尚史
■専門分野：販売促進、販路拡大
■専門家の声：三山精工（株）が開発
したモントロアは次亜塩素酸水を気化
できる消臭器であり、差別化のできた
製品であった。ブランド・マーケットに
よるブランドのポジショニングの策定、
販売戦略策定とミラサポの支援3回で
かなりの進展ができたと考える。

下請会社であった我が社が、初めて自社製品を開発しまし
た。いよいよこれから販売という段階で、大津先生を紹介して
もらいマーケティングの観点から、製品の販売するうえで、考
慮しておかなければならないことなどを御指導いただき、たい
へん参考になりました。
10月より販売開始いたしましたが、これからが本当の勝負
です。当社の利益の柱に育つように頑張っていきたいと思っ
ています。素晴らしいご支援ありがとうございました。

支援により、開発した商品の商品名を決定し、特約店制度を活用した販売価格も設定して、平成28年10月より販売を開始すること
ができた。なお、マーケティング戦略を踏まえて開発した商品の分析を行ったところ、「食塩水を電気分解して気化し、除菌消臭させ
る」という特性が当製品の強みであることがわかるとともに、価格や汎用性についての優位性を踏まえたうえで、ターゲットとする市
場や営業戦略を策定することができた。現在は商品の販売をスタートしたところであるが、商品販売に至るまでのノウハウを吸収す
ることができたことは大きな成果だと実感している。

まず、商品についてヒアリングを行ったうえで、ブランド戦略として①ブランド開発②コミュ
ニケーション開発③営業戦略開発④営業教育⑤中長期的事業開発が重要であると説明
し、そのうえで商品の5ヵ年間の販売計画を策定した。次に、販路を ＢｔｏＢ、ＢｔｏＣ 双方と
仮定して、マーケティング活動の基本となる「ブランド・ポジショニング・ステイトメント」（商
品が誰に対して何を提供できるかを文章化したもの）を用いて分析を行い、その結果、販
売先については老人ホーム、病院等の施設のほか、それらの施設に食品等を納入してい
る企業との連携や、衛生関連商品取扱企業とのタイアップ等も視野に入れるよう助言し、
数社の企業名を提示するなど、営業戦略について具体的に指導した。また、特約店制度
の導入とそのための契約書の作成についてもアドバイスを実施した。

ＭＯＮＴＲＯＩＳ除菌消臭器「ジアフリー」

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjCjAAJ
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販路
販促
支援

顧客層の明確化と提供メニューの整理による販売促進支援埼玉県

支援体制

稲垣 秀行 氏

彩の国中小企業応援ネットワーク会議

公益財団法人埼玉県産業振興公社

専
門
家

オイル＆アロママッサージ えんじゅ

■業種：生活関連サービス業、娯楽業
■従業員：1人
■資本金： - (万円)
■創業：平成28年1月21日
■住所：埼玉県行田市持田4-1-10
■企業概要：リンパケアサロン

■支援の経緯
本企業は、平成28年1月に創業し、リンパケアを中心としたサロンを経営している。創業以来、広告チラシの配布や自
社ＨＰの開設により本企業のＰＲを行ってきたものの効果が上がらず、顧客数、売上額ともに苦戦をしていたことから、
ＰＲ方法を見直そうと考え、その具体的な手法について当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業をヒアリングした結果、顧客ターゲットの明確化及び提供メニューの整理ができていないことがわかり、これら
の課題を解決する必要があると判断した。しかし、事業主が創業初期の個人事業者であることから、解決方法について
具体的で丁寧な説明が必要と判断した。そこで、事業主の考えを尊重しつつ、平易な言葉で
説明ができるうえ、広告チラシや自社ＨＰを活用したＰＲ方法についてアドバイスができる本
専門家を派遣することで課題の解決にあたった。

■専門家による具体的な支援内容
まずは、集客力向上を図るために、専門家自身が作成した資料を基に事業主と討議を進め、
本企業の強みや特徴は、スポーツケアマッサージと乳がん・子宮がん等の術後ケアとしての
リンパマッサージであると判断した。
そのため、顧客ターゲット層をスポーツケア、術後ケア及び美容痩身に区分することを提案
した。さらに、広告チラシとＨＰには、その自社の強みを明確に記載し、顧客ターゲット層にあわ
せたメニューを作成することを提案した。また、ＨＰはアクセス数を増やすために大規模ポータ
ルサイトの活用について助言したうえで、ＨＰ作成サイトの操作方法を説明し、今後も自身でＨＰ
を更新できるよう支援した。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000ucxFmQAI

支援

企
業

■氏名：稲垣 秀行
■保有資格：中小企業診断士
■専門分野：マーケティング
■専門家の声：創業間もない多忙な
時期でしたが、マーケティングの基本
となる「誰に、何を、どのように」の3点
を意識したサービスメニュー整備とＰ
Ｒツール制作をご支援しました。

事業をスタートし、半信半疑で進めている状況だったが、今
回の支援のおかげで客観的に振り返ることができ、改めて顧
客ターゲット層が明確になった。実際に広告チラシやＨＰのリ
ニューアルもでき満足している。これから、自分でも改良をし
ていきたい。
全体を通して、分かりやすい言葉や例え話を交えての説明
をしていただいたので、とても理解しやすく充実した3回の支
援を受けられた。

これまで不明確であった本企業の顧客ターゲット層及び提供メニューを整理することができた。
また、それを踏まえて広告チラシ及び自社ＨＰをリニューアルした結果、ＨＰについては、支援前の
月間アクセス数が100件未満であったのに対し、支援後は月間アクセス数が500件を超えるように
なった。さらに、事業主自身でＨＰの更新ができるようになったことから、ブログをアップするなど短
期間で更新を行うようになり、ＨＰによるＰＲ効果が高まるようになった。広告チラシについても訴求
力が向上したことから、出展したイベントで想定以上の250枚以上配布することができた。広告チラ
シやＨＰのＰＲ力が向上したことから、徐々に集客に繋がっており、今後の売上増加が期待できる。

支援内容が分かる写
真や図があれば尚可。

（右）オリジナルの討議用資料→

（下）リニューアルしたＨＰ

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000ucxFmQAI
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販路
販促
支援

飲食店原価管理の徹底との販売促進による売上拡大支援神奈川県

支援体制

門 浩司 氏
専
門
家

■支援の経緯
本企業は川崎市にある定食等を提供する飲食店である。この度、小規模事業者持続化補助金の申請をして採択され
たことがきっかけで、販売促進用のタペストリー（壁掛け）や新規のメニュー開発を考えるようになり、その具体的な作成
方法についてアドバイスを受けようと当拠点に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
当初は販売促進物の見直し依頼での来訪であったが、本企業へのヒアリングの結果、直近の売上が減少してきてい
ることから、現状を打開するために補助金の申請をしていたことがわかった。
また、相談者は商品の仕入れ、売上集計から店舗の運営までを1人で行っており、自身で試行錯誤しながら努力を重
ねるものの、不安が払拭できない状況だった。経営の安定化を図るためには売上の増強及び正確な原価管理が喫緊
の課題と判断し、その具体的な方策について、メニュー開発から運営なども含めた飲食店の支援に強い本専門家を派
遣することで課題の解決にあたった。

■専門家による具体的な支援内容

支援概要

地
域

Ｐ
Ｆ

相談

支援依頼

支援

神奈川県よろず支援拠点
よ
ろ
ず

支
援

拠
点

成果

事業者の声専門家の声

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Rxj7RAAR

■氏名：門 浩司
■保有資格：ファシリテーター、エリア
マーケティングアドバイザー
■専門分野：その他経営課題、事業
再生及び再チャレンジ、事業承継、創
業、海外展開、販路拡大・販促支援
■専門家の声：喜八さんも熱心に取り
組み業績が向上してきて、笑顔が増
えてよかった。

創業から10年を経過し、売上が横ばいで推移していたため、集
客拡大のために平成27年度小規模事業者持続化補助金を申請
し採択されました。ミラサポ専門家派遣でメニュー開発と店頭タ
ペストリー作成におけるアドバイスを専門家の方に依頼したこと
で、客数が伸び売上が向上を実現することができました。現在も
専門家の方に来ていただき新メニュー開発や店舗経営における
課題、そして、原価管理におけるアドバイスをもらっています。
私一人で店舗経営と運営を行っているので、不安なことが多
かったのですが、よろず支援拠点のサポートとあわせ、専門家
の支援を受けることができ、大変心強く、将来に希望が持てます。

ランチメニューで商品開発を試しながら売上数量や金額見直しを図り、定番メニューと呼べる「たぬ
きカレーうどん」の開発につながった。また、販売促進として、店頭や店外でのタペストリーや店内ＰＯ
Ｐの改良も行い売上が回復してきている。さらに、仕入れ額や在庫量の把握を行うことで原材料費の
管理を意識し、季節によりバラつきがあった原価率が32％台と正常化して利益を出す体制が作れるよ
うになった。加えて重要な成果は、相談者のネガティブだった気持ちが、ポジティブな気持ちに切り替
わっていったことである。

喜八

■業種：宿泊業、飲食サービス業
■従業員： -(人)
■資本金： -(万円)
■創業：平成17年
■住所：川崎市川崎区中瀬3-1-6
■企業概要：地域の方に美味しいおそばとうどん、
定食を提供する街の飲食店。

企
業

店外タペストリー
直近の売上の低下は、台風や雨の影響により潜在顧客である近隣工事現場職員が出勤
しないことから、本企業に来店していないことが要因と判断した。売上が低い時も、しっかり
とした原価管理を行うことで利益を出す体制を作るため、メニューごとの採算を把握できる
よう原材料仕入れ額の整理と棚卸、売上額から原価率の管理を行うよう助言した。また、近
隣の競合店調査を行い、新たな顧客となりうる若者層に対するランチメニュー、季節限定メ
ニューを取り入れたフェア及びトッピングによる顧客単価向上を提案した。さらに、当初の依
頼である販売促進物についても、季節ごとの店頭タペストリーの作成と、周辺企業・学校を
対象にしたクーポンチラシ配布による新規顧客の掘り起こしを提案した。

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Rxj7RAAR
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販路
販促
支援

老舗店舗の店舗改装による売上拡大支援神奈川県

支援体制

古河 正己 氏

かながわ中小企業支援プラットフォーム

大和商工会議所

専
門
家

株式会社 C&Mフードリンク

■業種：宿泊業、飲食サービス業
■従業員：4名
■資本金：300万
■創業：昭和42年4月
■住所：大和市南林間2-10-9
■企業概要：焼き肉・ホルモン焼店

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000ns6OTAAY

支援

企
業

■氏名：古河 正己
■保有資格：特になし
■専門分野：マーケティング戦略
販売促進・ブランディング戦略
■専門家の声：菊地社長は慎重さと
大胆さを併せ持つ経営者です。今回
の改善計画は魅力の面からも数値
からも理解を戴き、良いめぐり合わ
せと感謝します。

飲食店では「清潔感」というテーマが来店動機になるので、
日頃の清掃は重要であると具体的な場所を指摘していただ
き、適切なアドバイスがとても良かった。
さらに、2階の稼働率を高めることが当社の経営課題であっ
たので、2階のお客様やスタッフの導線を含めた改装方法に
ついてアドバイスをいただき感謝しております。

今回の支援を受け、本企業は店舗の改装に踏み切り、本年10月末にリニューアルオープン
した。まだ開店から日は浅いが、客席数の増床により1日10人前後の利用客増、日額3-4万円、
月額100万円以上の売上拡大を見込んでいる。
また、避難経路が充実したことにより防災対策も向上し清潔感がでたことから、新たな顧客層
が来店するようになり、売上につながっている。

■支援の経緯
本企業は神奈川県大和市で49年にわたりホルモン焼き屋を経営する飲食店である。相談者は2代目の社長であり、
事業継承時より努力を重ね客筋、客単価、売上拡大を図ってきた。そして、今後のさらなる売上拡大のために店舗リ
ニューアルを検討していることから、従来より会員として取引のある当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業は、相談者である2代目社長が事業を継承後、接客レベルと商品価値を高めてきたものの、近隣の消費者に
はその特色が十分認知されていないことから新規顧客の獲得につながっていないことがわかった。また、2階に座敷ス
ペースがあるものの、有効利用ができていないこともわかった。そこで、店舗イメージの向上を図るための外装リニュー
アルと、2階座敷スペースの有効利用が必要であると判断し、飲食店の店舗運営や改装に関する支援実績が豊富な本
専門家を派遣することで課題の解決にあたった。

■専門家による具体的な支援内容

まずは、利用者とスタッフの移動環境を改善し、従来の収容能力を1.5倍
にすることを提案した。具体的には、2階デッドスペースの仕切壁を撤去し
て通路と個室に改築することで、客席数を増床すると共に導線を確保し、
座敷スペースへの移動を容易にした。 また、店舗の正面デザインも女性
が入りやすいイメージとするよう改装することを提案した。具体的には、こ
れまで油汚れがひどかった部分を清掃するとともに、店舗のロゴを作成し、
清潔感のある外装デザインを作成した。さらに、店舗改装とともに料金も
見直し客単価の向上につなげるよう提案した。

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000ns6OTAAY
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販路
販促
支援

老舗高級料亭の新規イベント開催による売上拡大支援新潟県

支援体制

大津 尚史 氏

新潟県央中小企業支援プラットフォーム

長岡信用金庫

専
門
家

有限会社 鴨川館

■業種：宿泊業、飲食サービス業
■従業員：21人
■資本金：800万円
■創業：昭和28年10月
■住所：新潟県長岡市柏町2-8-25
■企業概要：料亭・割烹

■支援の経緯
本企業は、新潟県長岡市内中心部に位置する創業70年の歴史を持った老舗高級料亭・割烹である。これまで、地元
企業等から接待の場として活用されてきたが、近年、接待の場としての需要が激減していることに加え、顧客の低価格
志向により顧客数及び売上単価ともに減少傾向にあった。そこで、売上の拡大を図るべく、従来より取引のある当機関
に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
ヒアリングを行った結果、一年を通じて提供するメニューに大きな変化がないことから、顧客にとっては新鮮さが失わ
れ、マンネリ感を与えていることがわかった。あわせて、売上を拡大させるには、既存顧客以外の新規顧客層に対する
マーケティングが必要であると判断した。そこで、飲食業界の知識や経験が豊富でマーケティングに定評のある本専門
家を派遣することで課題の解決にあたった。

■専門家による具体的な支援内容
顧客を呼び込むためには、自社をブランディングすることが重要であることを説明し、
鴨川館自体をブランドにすることを提案した。具体的には、本企業でしか味わえない
名物料理（キラーコンテンツ）を開発するよう助言し、料理、飲料、デザートについて、
メニューを提案した。
また、旬の食材とそれに合ったお酒を組み合わせたイベントを行うよう助言し、年間
スケジュールの策定を補助した。さらに、提供するワインリストの作成やイベント告知
を行うためのＨＰの改善支援については、専門家の人脈から適切に対応できる業者を
紹介し、イベント開催の支援を行った。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjCjAAJ

支援

企
業

■氏名：大津 尚史
■保有資格：なし
■専門分野：マーケティング、営業
■専門家の声：老舗料亭が、新しい
企画・メニューの提案により、地域に
おける“新しい食の提案の発信地”を
担っていきたいとの経営者の熱い想
いを実現できる、継続性の高い企画
提案、実施となった。

大津先生を紹介して頂き大変ありがたいです。新しい考え
や新しい感覚で、頭を柔軟に使わせてもらっています。
また、人脈も素晴らしく豊富で、一緒に仕事をすることが楽
しいです。

専門家の支援により、本企業の名物メニューを開発するとともに、新し
いイベントを開催することができ、新鮮感を打ち出すことができた。
なお、有名ワイナリー代表者による講演及び国産ワインと国産鰻の
フードペアリングを楽しむイベントを実施したところ、100万円程度の売上
となり、売上拡大に大きく寄与した。今後も、季節ごとに新規イベントに
取り組むなど、新規顧客の獲得に注力する予定である。

支援先企業にて相談者と協議

国産ワインと国産鰻のペアリング イベントにてワイナリー代表者と
専門家・相談者・支援機関担当者

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjCjAAJ
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販路
販促
支援

焼菓子専門店の顧客ターゲット明確化と店舗レイアウト支援長野県

支援体制

久米 えみ 氏

信州ビジネスサポートプラットフォーム

長野商工会議所

専
門
家

Ｇｒａｎｄｍａ（グランマ）

■業種：卸売業、小売業
■従業員： -（人）
■資本金： -（万円）
■創業：平成22年8月
■住所：長野市中御所岡田町217-1
■企業概要：焼菓子専門店

■支援の経緯
本企業は、長野駅から西へ約550メートルのオフィスビルの一角にある焼菓子専門店である。焼菓子専門店が作る
「お洒落包装あんぱん」や「天然酵母スイーツ」など次々とブランド商品の開発を行っているものの、商品開発が来店客
増加や売上増加に思うように結びついていない状況であった。そのような状況を打開し、来店客増加と売上増加に向け
た取組を図ろうと当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業へのヒアリングの結果、「天然酵母仕立てといった素材を重視したこだわりの逸品を提供する」というコンセプト
は明確であることがわかった。一方で、当該コンセプトを踏まえた顧客ターゲット層が明確ではないことが判明し、その
ために来店客増加や売上増加につながらないと判断した。そこで、食に関心のある若いお母さん層をターゲットに設定
し、当該ターゲット層にまた来店したいと思わせる店づくりを行うこととした。11坪の小さな店舗において、大幅な改修を
することなく店舗の魅力を向上させることが必要であったことから、店舗のレイアウトにおいて支援実績が豊富な本専門
家に依頼をした。

■専門家による具体的な支援内容
まずは、現店舗の顧客の動線や店主の動線を確認した。そのうえで、販売促進につながる店舗レイアウトの変更を提
案した。具体的には、顧客が商品を自由に手にとるセルフ式と店舗側が注文を受けた品を手にするショーケース式では
消費者の購入心理が全く違うことを説明し、本企業のコンセプトを踏まえると、ショーケース式での販売とすることが効
果的であると提案した。また、店舗インテリアも合わせて見直しを行うよう提案し、「希望する店舗イメージと想定するメ
イン商品」について店主の思いを明確にするべくヒアリングを行うなかで、商品の品質を顧客に伝える演出を行いたいと
いう意向があることが判明し、その意向を踏まえた店舗レイアウトを作成した。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ（プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000jqZJqAAM

支援

企
業

■氏名：久米 えみ
■保有資格：一級建築士
■専門分野：店舗設計
■専門家の声：天然酵母の焼き菓子
にこだわっている店主の思い、そして
ターゲットをどこに絞り込むかを明確
にし、そのニーズにあった店舗内装に
作り込んでいくことをアドバイスしまし
た。

久米先生には、販売エリアの動線に関するご指導のみなら
ず、商品の魅せ方、その品質を伝えるための陳列方法に至
るまで、実際にお客様がどう感じるかと言った「生の声」を聞
かせて頂くなど、様々な角度から丁寧にアドバイスを頂き、貴
重な機会を与えて頂きました。

お陰様で、新たな什器導入の必要性に気づきを得て、小規
模事業者持続化補助金の採択を受け、店内の雰囲気を一新
しつつ、バランスの取れた備品を誂えることが出来ました。

今では、お客様から評判の良い店内に生まれ変わり、テーブ
ル席で寛ぐ方も増えています。 ありがとうございます。

店舗面積が限られ、かつ店主一人での経営という背景からセルフ式を採用していたが、本企
業のコンセプトを踏まえ、ショーケース式に店舗レイアウトを変更した。支援を通じて店主の希
望する店舗イメージを明確にできたことから、品質を伝える演出をショーケースにより行うことが
でき、設定した顧客ターゲット層に来店を訴求する店舗レイアウトとすることができた。店舗の
雰囲気が明るくなったこともあり、設定したターゲット層である女性客が多数来店するようになっ
た。

新しくなった店内の様子

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000jqZJqAAM


平成28年度専門家派遣事例 13

販路
販促
支援

アンケート実施による顧客ニーズの明確化と販売促進支援静岡県

支援体制

森山 直徳 氏

静岡東部地域中小企業支援ネットワーク

三島信用金庫

専
門
家

カレーハウスＪＩＢ

■業種：宿泊業、飲食サービス業
■従業員：4人（パート含む）
■資本金： - (万円)
■創業：平成9年
■住所：静岡県沼津市足高478-2
■企業概要：カレー専門店

■支援の経緯
本企業は静岡県沼津市で19年間カレーハウスを経営しているが、店主のこだわりから肉、野菜をふんだんに使ってい
るため原価率が高かったことに加え、メニュー数が30種類以上ある一方、記載されたメニュー表が見にくかったことから、
うまく売上に結びついていないように感じていた。そこで、経営全般の見直しを行いたいと、当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
当機関担当職員がヒアリングしたところ、上記事業主の問題意識に加え、情報発信をほとんど行っていないことがわ
かった。そこで、まずはＨＰ等の作成による効果的な情報発信が必要であると判断した。そこで、メニュー構成も含め、
店舗の販売促進策にて精通し、当該分野の支援実績が豊富な本専門家に依頼することで課題の解決にあたった。

■専門家による具体的な支援内容
はじめに、来店された顧客へアンケートを実施し、来店の動機や決め手、提供した食事
への感想について調査したところ、通りがかりの来店が大多数であったことから、のぼり
やＡ型看板設置等のサイン強化により、本企業の認知度向上や新規顧客獲得を図るよ
うアドバイスした。また女性客にとってはボリュームの多さがネックとなっていたことも判
明したため、ボリュームを抑える一方、サラダ等を付けた「レディースセット」といった新メ
ニューを開発するよう提案した。さらに顧客のニーズに合わせながら原価率を考慮し、メ
ニューを構成するよう提案した。さらに、無料のソフトウェアを活用したＨＰのリニューアル
支援を行うとともに、期間限定メニューやお得なサービスなどタイムリーな情報発信を行
うよう指示するとともに、本企業の強みをわかりやすく発信しつつ、顧客が知りたいことを
意識した構成にするようアドバイスした。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000oyMkcAAE

支援

企
業

■氏名：森山 直徳
■保有資格：ＪＳＰＡ広告レスポンス改
善アドバイザー/「Ａ４」１枚販促アン
ケート広告作成アドバイザー
■専門分野：販売拡大・促進支援
■専門家の声：社長の思いや実際に
来店された方の声を分析・検証し、理
想となるターゲット層や独自の強みな
どを分析・検証し、お客様目線に基づ
いて行動できるように支援を行った。

お客様目線に立つということが、実際にわかっているよう
でわかっていなかったことに気づきました。今後は「カレーな
らＪＩＢさんだよね」といわれるよう、お客様の声を取り入れな
がら、「お客様の笑顔の味」に向けて研究を重ねていきたい
と思います。支店長はじめ、担当者、森山先生ありがとうご
ざいました。今後ともよろしくお願いいたします。

支援により、アンケートを通じて「お客様の声」を取り込むことができた。その結果、女性客のニーズを
商品化したレディースセットを開発することができた。また、ＨＰをリニューアルし、期間限定メニューやお
得なサービスなど情報発信を行ったことから、高単価商品のカツカレーや商品化したレディースセットの
訴求力が高まり、昨年度と比較して10％程度利益率が増加した（9月現在）。今後は、本企業の強みで
ある「庭園に囲まれた落ち着いた雰囲気」及び「創業30年で42万食以上の調理実績」をベースとした
情報発信を行うことで、さらなる認知度の向上と新規顧客の獲得を見込んでいる。

（上）ＨＰに記載した「選ばれている5つの理由」

店
頭
に
設
置
し
た

Ａ
看
板

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000oyMkcAAE


平成28年度専門家派遣事例 14

販路
販促
支援

自社オリジナル製品の開発および販売促進支援石川県

支援体制

武部 麻希子 氏

中小企業応援センター いしかわ

公益財団法人石川県産業創出支援機構

専
門
家

株式会社 気谷

■業種：製造業
■従業員：50人
■資本金：3,000万円
■創業：昭和37年
■住所：石川県かほく市木津ハ41-2
■企業概要：繊維資材（ゴム紐等）の製造販売、

繊維製品の加工販売

■支援の経緯
本企業はかほく市に所在し、創業50年の歴史を有する繊維製品製造販売業の企業である。昨今、アパレル業界では
資材調達と生産の軸足が海外へ移っていることに加え、国内の個人消費が伸び悩んでいることから、既存の得意先へ
の販売額が減少傾向にある。そのため、本企業では創業以来のゴム・紐を中心とした織物製造販売に加え、生地加工
等販売品目の拡大と新規取引先の開拓による売上拡大に努めている。今後は自社が持つノウハウの強みを生かした
オリジナル製品の製造販売を売上の１つの大きな柱とするため、その販売促進方法について当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
当機関担当職員が自社商品の開発と販売状況についてヒアリングを行ったところ、製品が持つクオリティは高いもの
の、商品の企画から販売までを通した体系的な戦略が立てられていないことが明らかになった。そこで、効果的なブ
ランディング戦略を立案するため、ブランディング、コンセプト提案、製品デザインの支援実績が豊富な本専門家に依頼
した。

■専門家による具体的な支援内容

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000t5LAqQAM

支援

企
業

■氏名：武部 麻希子
■保有資格：デザインにおける専門知識と
マーケティング知識
■専門分野：ものづくり/事業再生及び再
チャレンジ/創業/地域資源活用
■専門家の声：開発チームがこの支援を通
してだけでなく継続して強い新商品を開発
できるよう、すべての答えを初めから出さず
に開発チームの“気付き”と“成長”を重視し、
一過性の支援にならないよう心がけた。

今まで弊社商品開発チームでは総合的な戦略がないまま
商品作りを行ってきたため、企画が中途半端で終わってしま
う場合が多かったのですが、武部先生がチームメンバー個々
に課題を出させ企画段階から販売戦略、最終の陳列方法に
至るまで分かり易く丁寧に指導されたおかげで、メンバー
個々の能力を引き出され、意識も向上し具体的な成果が出
始めています。

今後もこの事業で学んだ事を糧にチーム一丸となって商品
開発・販路開拓に取り組んでいきます。ご支援本当に有難う
ございました。

支援を通してマーケティングに基づいた効果的な販売戦略を立案できるようになり、それに伴い自社商
品の企画書が売り込みやすいものになった。
また、進行中だった自社商品を支援の内容に基づいてブラッシュアップしたところ、大手雑貨販売店から
商品の取り扱いを受けるなど、新規取引先の開拓につながった。さらにデザイン展でも高い評価を受け、
さらなる取引先の開拓が見込まれる。
この支援で習得した企画ノウハウは今後の新商品の企画にも大いに生かしていける。

はじめに、マーケティングの基本的な３Cについて説明し、市場と競合等リサーチし、確認した。
そのうえで、開発された2つの商品ラインについて、ターゲット層をそれぞれ「まとめ買いをするお
母さん」「こだわり派の独身女性」と決定した。あわせて商品のデザインも、前者は競合他社に多
い柄での展開ではなく、無地のカラーバリエーションで展開するようアドバイスし、後者はセミオー
ダーできるしくみを提案した。また、それぞれの商品について、ネーミングのポイントなどもアドバ
イスするとともに、営業先に提示する企画書についても、市場状況から商品のディスプレイ方法
まで提案の流れを明確に記載して第三者に伝わりやすいものとするようアドバイスした。

マチ付きワンタッチエコバッグ「ＣＲＯＮＰＡ」

（下）カスタマイズバッグブランド「Ｔｏｔｅｈｏｍｅ」

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000t5LAqQAM
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販路
販促
支援

団体客中心から新たな個人客の獲得を図る店舗改革支援岐阜県

支援体制

渡邉 好唯 氏

がんばる企業応援ネットワークぎふ

岐阜県商工会連合会
西濃ブロック広域支援室

専
門
家

川の駅 旬の味 おか多

■業種：宿泊業、飲食サービス業
■従業員：5人
■創業：平成13年7月1日
■住所：岐阜県揖斐郡大野町相羽279
■企業概要：各種宴会、アユ料理の提供

■支援の経緯
本企業は、岐阜県揖斐郡大野町にて当地域の特産である鮎を提供するヤナ場として開業し、その後、飲食店としても
自店舗を所有して、各種宴会や夏場の鮎料理を提供してきた。経営努力のもと売上額を拡大してきたが、今後のさらな
る売上額の拡大を図ろうと経営の方向性や具体的な手法の立案について、当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業をヒアリングしたところ、現在売上額は拡大しているが、拡大している分野が冠婚葬祭や各種会合時の宴会部
門となっており、今後当地域の人口減少等による宴会需要の減少に対応するためには、これまでの団体客以外の新し
い顧客層の獲得とその実現に向けた具体的な手法の実施が必要であることが明確となった。そこで、飲食店、特に仕
出しや宴会が中心である店舗の経営改革や、新メニュー開発とそのプロモーション方法の支援において実績が豊富な
本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
宴会や夏場の鮎料理といった団体客が大半となっており、個人客が獲得できてい
ないことから、女性層、ファミリー層の集客を伸ばしていくためのメニュー開発やイベ
ントについてアドバイスした。具体的には、これまでのコース料理ではなく、単品とし
て提供できる新メニューとして鮎のウルカを使ったパスタ、地元野菜を使ったパスタ
などを提案した。さらに、鮎漁が終わる秋以降に地域食としてジビエ料理の猪、鹿な
どを提供することを提案した。
また、子供向けに鮎つかみなどのイベントを企画し、ＤＭを年に数回出していくこと
及び販路拡大手法として大手グルメサイトへ掲載することを提案した。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Rxj8mAAB

支援

企
業

■氏名：渡邉 好唯
■保有資格：経営コンサルタント
■専門分野：経営革新
■専門家の声：本支援は、売上拡大
に向けた新しい顧客層の獲得を図る
店舗改革支援である一方で、また市
場の変化に対応するために長期を見
据えて持続的な事業拡大を目指すた
めの支援であった。

渡邉先生と相談させていただき、それまで、店舗を今後ど
のように経営していこうかと悩んでいた中で、明確な道筋をご
提案していただくことができて感謝しています。
さらに、これまでに取り組んだことがなかった個人客獲得に
向けた手法について、分からないことが多いなかで、新メ
ニューやＰＲ方法について具体的にアドバイスをいただくこと
ができ、非常に参考になりました。素晴らしい支援をありがと
うございました。

今回の支援以前から継続的に支援を受けており、その結果、平成26年には8.24％、平成27年には5.44％売上が向上していたが、
今回の支援による売上構成の分析を通じ、獲得を目指す顧客層を明確化することができた。合わせて、パスタやジビエ料理の新メ
ニューが完成するとともに、今後の経営の方向性と具体的な計画を立案することができた。 今後は、ランチやディナーの時間帯に
個人客を取り込んでさらなる売上額の向上を図っていく。

支援で開発された鮎のウルカパスタ

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Rxj8mAAB


平成28年度専門家派遣事例 16

販路
販促
支援

予約オペレーションの効率化による売上拡大支援三重県

支援体制

武田 秀一 氏

三重県中小企業支援プラットフォーム

名張商工会議所

専
門
家

eyelash design beauty spa kozo

■業種：生活関連サービス業、娯楽業
■従業員： - （人）
■資本金： - (万円)
■創業：平成27年12月
■住所：三重県名張市鴻之台2-54
■企業概要：まつ毛エクステンションサロン

■支援の経緯
事業主は、サロンでのまつ毛エクステンションやマッサージの施術経験を生かし、平成27年12月に市内中心部に美容
サロンを創業した。エステティシャンとして施術の経験は豊富にあるが、経営者として本企業のさらなる売上拡大のため
の知識を習得したいとのことで、創業時から支援していた当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
創業時より店舗経営にかかる記帳業務や顧客管理等の支援をしていたが、さらなる売上拡大のためには、売上拡大
の専門的な支援を行う必要があると判断した。そこで、サービス業での販路拡大支援についての実績が豊富にある本
専門家を派遣することで課題の解決にあたった。

■専門家による具体的な支援内容

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000fVc2BAAS

支援

企
業

■氏名：武田 秀一
■保有資格：経営コンサルタント
■専門分野：ものづくり/創業/地域資
源活用/経営革新/販路拡大・販促支
援/農商工連携
■専門家の声：事業者の相談内容を
十分聞き、「やる気」を引き出しながら
１つ１つ課題を洗い出し、改善策を実
践していただけるようアドバイスを
行った。

創業から1年未満で事業に対し多くの不安もあったことから、
自身のレベルに合わせやる気が出るアドバイスをいただけた
ことは、本当に感謝しています。
専門家の支援先で前向きに取り組んでいる多くの事例や、
業界状況のお話を聞けたことが自信につながり、又、自身が
進むべき方向も明確になり本当に良かったと感じています。
多くの課題を1つづつ克服しながら事業展開を進めていきた
いと思います。

専門家より売上拡大の提案を多数頂いたことにより、当初の相談のきっかけであった、さらなる売上拡大のための知識に多数触
れることができた。また、予約オペレーションを確立したことで、従来と比べより顧客を獲得する機会が増えるとともに、効率的な運
営が可能になり、6ヶ月間で新規顧客が2倍に増加して売上に繋がっている。
また、専門家より提案のあったエクステンションスクールについては、営業体制等を整え事業開始の準備を進めているところであ
る。事業開始により他店との差別化を図り、さらなる売上拡大につなげる予定である。

（上）ＨＰ画面

まずは、本企業の経営手法についてヒアリングを行い改善できる点を指摘した。
具体的には、当日予約及び当日キャンセルを含めた効率的な予約オペレーション
を提案するとともに、顧客の来店頻度を管理し、各顧客に合わせたタイミングでＤＭ
を送信するよう提案した。さらに、年間のイベント計画を立て、達成率を検証して効
果的だったイベントを翌年度も実施するよう提案した。
次に、近隣に競合他社が複数あることから、他店との差別化を図るために、既存
事業の強みを生かした新しい収益の柱を立てることを提案した。具体的には、顧客
から定評のあるまつ毛のエクステンションの技術を生かし、地域初となるエクステン
ションスクールを立ち上げるよう提案し、立ち上げの支援を行った。

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000fVc2BAAS


平成28年度専門家派遣事例 17

販路
販促
支援

家電小売店の経営改善計画策定による顧客獲得支援福井県

支援体制

荒木 泰之 氏

福井県商工会地域中小企業支援
プラットフォーム

わかさ東商工会

専
門
家

キマタデンキ

■業種：卸売業、小売業
■従業員：3人（専従者）
■資本金：0万円（個人事業所）
■創業：昭和42年
■住所：福井県三方上中郡若狭町井ノ口37-12-3
■企業概要：家庭用電気製品販売、電気工事

■支援の経緯
本企業はＪＲ上中駅前の国道27号沿いで、創業50年の歴史を持つ個人経営の家電小売店である。地域に密着した
経営をしてきたが、平成11年以降、近隣にディスカウントストアや大型家電小売店が出店したことにより売上が最盛期
に比べ約50％の減少となり、抜本的な解決策がつかめないまま経営していた。そこで創業50周年を機に、中期経営計
画策定、売上増加のため、当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業へヒアリングを行った結果、長年地域に密着した経営をしてきたことから、地元の顧客情報は把握できている
状況であったが、近年では当該地元の顧客は殆ど来店しておらず、潜在的な顧客となっていることが判明した。加えて、
販売促進に繋がるＰＲ活動がされておらず、継続的な顧客との接点がない状態となっており、大型家電小売店との差
別化ができていなかったことが明確となった。
そこで小売・サービス業の店舗経営改革や顧客拡大、経営分析等で実績が豊富な本専門家を派遣することで課題の
解決にあたった。

■専門家による具体的な支援内容
まずは、直近3年間の決算書と試算表を確認することで、経営状態の推移を可視化した。そこから、本企業の強みと
弱みをＳＷＯＴ分析により抽出した。また、商品及びサービス毎の年間販売件数から、売れ筋の商品やサービスを売上
順にランキング化し、売れ筋商品を可視化するとともに、そこから販売戦略を踏まえた経営改善策を提案した。具体的
には、売れ筋商品やサービスの売上順の内容を踏まえ、今後の販路拡大手法として顧客を3段階にランク付けすること
で、顧客に最適な商品を案内できる営業戦略の提案を行った。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxisWAAR

支援

企
業

■氏名：荒木 泰之
■保有資格：中小企業診断士
■専門分野：販路拡大・販促支援
■専門家の声：支援を実施する際、
最も創業者と後継者の想いを尊重し
たアドバイスを大切に行った。本支援
は、潜在顧客を呼び戻すことを最優
先に考え、継続した企業発展を目指
す支援であった。

荒木先生の支援により、50年間商売をしてきて当たり前の
ように実行してきたこと、またわかってはいるができなかった
こと、改めて気づかされたことが如実になり有意義な時間を
過ごすことができ感謝しています。
年々下がりつつあった売上が、Ｖ字回復出来る経営改善計
画を策定したことで、基礎となる目標が立ち、家族一丸となっ
て企業活動に邁進できそうであります。
今後も地域に根差した、なくてはならない企業になるよう一
層努力してまいります。ご支援ありがとうございました。

ＳＷＯＴ分析、売れ筋商品の洗い出し、顧客リストの見直し及び経営改善計画を策定したことで、今
までやらなかった売出イベントを50周年記念イベントとして実施するに至った。個人経営ならではの
地域に密着した営業活動で1年以上来店がなかった顧客が来られるなど、売上は支援前に比べ20％
程度の増加となる見込みである。現在は潜在顧客だった方の来店頻度も上がりつつあり、また得意
様の抱え込みも順調に推移しており、今後は積極的な営業と口コミ等により新規顧客獲得で更なる
売上増加が見込まれる。

キマタデンキ店舗写真

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxisWAAR
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販路
販促
支援

看板設置とＰＯＰ内容刷新による入店率と客単価向上支援奈良県

支援体制

石川 伊津 氏

奈良県中小企業・小規模事業者支援センター

奈良県商工会連合会

専
門
家

パン工房 ＹＵＭ－ＹＵＭ

■業種：宿泊業、飲食サービス業
■従業員：1名
■資本金： - (万円)
■創業：平成13年4月
■住所：奈良県五條市田園3-20-6
■企業概要： パン製造、販売

■支援の経緯
本企業は、保存料、着色料等無添加のパンを製造、販売しているほか、同店舗内でカフェも営業している。しかし、人
口減少に伴い、売上が減少していることから、客単価を向上させることにより売上拡大を図りたいと考えていた。そこで、
店舗と商品をより効果的にＰＲすることで、店舗に顧客を誘導し売上拡大に繋げられないかと考え、具体的な方法を相
談するため、当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業へのヒアリングの結果、道路沿いに立地しているものの、店舗が駐車スペースの奥にあることから見えにくく
なっており、来店目的の顧客でさえも店舗を素通りする状態であることがわかった。看板は設置されているが、顧客誘
導効果が低いことは明白であったことから、店舗への誘導効果を高める支援が必要であると判断した。しかし、当機関
には支援できる者がいなかったことから、 店舗改善作業として「ＰＯＰリフォーム」を掲げ、多くの支援実績をもつ本専門
家を派遣することで課題の解決にあたった。

■専門家による具体的な支援内容
すぐに目にとまるよう、まずは店名であるパン工房ＹＵＭ－ＹＵＭの大型看板を作成するよう指示した。あわせて、道
路から店舗の見え方を確認するとともに、車道からの導線を考慮したうえで、看板がより見える位置を提案した。また、
単なる「パン屋」ではなく、店舗内で飲食可能なカフェも併設していることを訴求するために「イートインコーヒー」の文言
も記載するよう提案し、客単価向上と口コミによるリピート客の増加を狙った。次に、ＰＯＰの内容を刷新し、人気のある
商品や、おすすめの商品であればその旨を明示するとともに、商品名の下にその商品のＰＲ文とアレルギー物質も表
示するようアドバイスした。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000TGSqWAAX

支援

企
業

■氏名：石川 伊津

■保有資格：ＰＯＰ広告クリエイター
■専門分野：販路拡大・販促支援
■専門家の声：現状の一番の課題は、
入店率の低さです。車道からパン屋さ
んの存在が分からない。また、イート
インができるスペースがあるのをお客
様は知らない。お客様が、入りやすい
空間の指導・集客方法に指導させて
いただきました。

今までも店内イートインができるスペースはあったものの利
用者が少ないのが悩みでした。
そんな時に地元商工会さんから専門家を派遣いただき、石川
先生に店内外のＰＯＰを作成していただいたことで店舗のＰＲ
とイートインコーナー利用者増によるパンとコーヒーの売上が
上がりました。
最近ではサイクリング客が店舗看板を見て休憩所として立
ち寄っていただくことも多くなりました。

店外に大型の看板を設置したことで店舗が目にとまるようになり、入店率が向上した。また、ＰＯＰの内容
を刷新し、商品のＰＲや原材料を明示したことが、商品への購買意欲や安心感に繋がり、これまでパンや
コーヒーの単独購入が主流だったところ、パンとコーヒーを同時に買う顧客が増加するようになった。

さらに、店舗の認知度が向上したことと、商品の訴求力が向上したことからリピーターも見られるようにな
り、支援前と比べ売上が拡大した。

イートインコーヒー看板写真

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000TGSqWAAX
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販路
販促
支援

和食店のオペレーション効率化による経営改善支援和歌山県

支援体制

中武 篤史 氏
専
門
家

■支援の経緯
本企業は創業34年の老舗和食店として地域に広く認知されている企業である。以前より当拠点が支援を行ってきた
が、店舗運営に関して料理提供及び調理場のオペレーションに非効率な点が多く、繁忙期になると料理提供や調理が
追いつかないなど顧客サービスに悪影響が出ている状態であった。そこで、非効率な点を改善できないかと当拠点に
相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業にヒアリングを進めていくと、料理提供と調理場のオペレーションが非効率であることから、確かに顧客サービ
スに悪影響がでていることは認められた。一方、当拠点のＣｏではオペレーションの改善支援を行える者がおらず、飲
食店を運営する専門家が、実際の料理提供と調理場のオペレーションを見たうえでアドバイスをすることがもっとも効果
的と判断した。そこで、飲食店の業務管理等の支援実績をもつ本専門家を派遣することで課題の解決にあたった。

■専門家による具体的な支援内容
まずは、実際に本企業の料理提供と調理場のオペレーションを確認したところ、
オペレーション自体の管理体制が整っていなかったことがわかった。
そこで、数値管理によるオペレーション管理についてアドバイスした。
具体的には、料理提供、調理場それぞれの動作について、従業員それぞれの
感覚で動くのではなく、各オペレーションの所要目標時間を秒単位や分単位で
設定するよう指示するとともに、オペレーションの所要目標時間に合わせメニュー
構成を変更すること及び料理提供の際の導線についてもアドバイスを行った。

支援概要

地
域

Ｐ
Ｆ

相談

支援依頼

支援

和歌山県よろず支援拠点
よ
ろ
ず

支
援

拠
点

成果

事業者の声専門家の声

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000rocSjQAI

■氏名：中武 篤史
■保有資格：中小企業診断士、調理士
■専門分野：飲食店等の店舗経営
■専門家の声： 飲食店経営のツボは「立地」
「メニュー」「外観等デザイン」「人」＋それを司る
計数の5つをいかに最適化し、「しくみ化」するか

にかかっています。 通常、立地はすでに決まっていることが多く、まえ田
様もその例でした。商品はレベルが高く、良いものを出されていましたので、
その商品力をどのように生かし、安定的かつ効果的にお客様に提供し続
けることができるかを「人材活用面」「帳票等活用面」「時間管理面」などか
らマーケティング視点でアドバイスさせていただきました。

あるべき姿のご理解度が高くなり、経営に幅を持てるようになっていただ
けたように感じます。

大手外食チェーンでの豊富な現場指導やデータ
に基づくご助言により、現場オペレーションの改善
から販売促進まで、今後の見通しが立ちました。い
ただいたご助言を着実に実行し、成果に繋げていき
ます。ぜひ今後も中武氏にご指導ご鞭撻のほど、お
願いしたいです。

ひとつひとつのオペレーションについて、目標となる所要時間を設定することができたことで、その数値により管理ができるよう
になった。その結果、繁忙期でも顧客サービスを維持できるまでにオペレーションが改善された。さらに、目標が数値化されたこと
により、従業員がひとつひとつのオペレーションにコスト意識を強く持つようになり、余分なオペレーションに気づき従業員同士で
改善に対するコミュニケーションも活発になされるようになった。

まえ田

■業種：宿泊業、飲食サービス業
■従業員：17人（パート含む）
■資本金： - (万円)
■創業：昭和57年
■住所：和歌山県新宮市橋本2-10-30
■企業概要：和食、寿司中心の飲食店

企
業

店舗写真

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000rocSjQAI
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販路
販促
支援

カフェの主力商品の選別や新商品開発による売上拡大支援島根県

支援体制

土井 小百合 氏
専
門
家

■支援の経緯
本企業は、平成24年10月に出雲大社の神門通りにオープンしたカフェである。そば粉を使用したガレットを主力商品と
しており、自家焙煎した珈琲豆も販売している。平成25年の出雲大社大遷宮により急増した観光客が落ち込み、それに
伴い売上も伸び悩んだことから、新規メニューの開発、店舗改善を図るため当拠点に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
ヒアリングを実施した結果、ガレット等の商品別売上、原価計算の分析が十分になされていなかったことがわかった。
また商品数が多く従業員のオペレーションに負担がかかっていることも判明した。あわせて、夏の季節商品としてかき
氷の商品開発と自家焙煎機の積極的な活用も集客に有効と判断した。一方で、当拠点には飲食店専門の指導員がい
なかったことから、飲食店のメニュー開発、オペレーション、原価計算及び店舗レイアウトの支援実績が豊富である本専
門家を派遣することで課題の解決にあたった。

■専門家による具体的な支援内容
まず、創業時からの商品別売上、原価、オペレーションについて
ヒアリングし、主力商品の選別を行うとともに、オペレーションの短縮と
原材料の見直しについてアドバイスを行った。
また、夏場に向けて集客効果を高めるためかき氷に地元産の材料
と出雲大社にちなんだ材料を使用することを提案した。
さらに、珈琲豆の販売方法について、ディスプレイを変更するとともに、
自家焙煎機の効果的な見せ方をアドバイスした。

支援概要

地
域

Ｐ
Ｆ

相談

支援依頼

支援

島根県よろず支援拠点
よ
ろ
ず

支
援

拠
点

成果

事業者の声専門家の声

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Rxj8fAAB

■氏名：土井 小百合
■保有資格：フードコーディネーター
■専門分野：販路拡大、ものづくり
■専門家の声：支援にあたってお客
様目線と現場目線でお店をチェックし
企業の問題点を抽出し問題の解決を
図るよう心掛けた。本支援は事業者と
共に現場を具体的に改善、し売上・収
益アップを目指した支援であった。

経営者としてあまり店舗に立つことなく、スタッフにまかせっ
きりにしていたため、改めてオペレーションや原価の見直し、
メニューの見直しを一緒に行っていただきました。
土井先生は現場経験も豊富で、的確な指示をいただけ、そ
の場ですぐに直すことができました。そのため、すぐに売上増
に繋げることができました。今後も定期的に土井先生に入っ
ていただき、随時見直しを図っていきたいと思います。
全国から来ていただく観光客の皆様に楽しんでいただける
店舗づくりをこれからもしていきたいと思います。
素晴らしいご支援、ありがとうございました。

ガレット主力商品の選別、トッピングの変更、オペレーションの見直しにより、忙しい時間帯にも顧客を待たせる時間を短縮する
ことができた。また新メニューを導入することにより8月の売上は対前年同月比160％増となった。
また目の前で生豆から焙煎できる自家焙煎機をアピールするとともに、珈琲豆の美味しさを文章で伝えることとした。その結果、
若い人だけでなく、幅広い年代から購入頂き、売上が約5倍に増加した。
さらに、10月には料理雑誌「オレンジページ」への掲載も決まり店舗のＰＲが期待できる上、今後も新商品を投入することにより、
観光客だけでなく地元客の集客も期待できるようになった。

株式会社 まるこ

■業種：宿泊業、飲食サービス業
■従業員：5人
■資本金：100万円
■創業：平成24年10月
■住所：島根県出雲市大社町
■企業概要：カフェ、珈琲豆販売

企
業

店舗正面写真（左）と商品イメージ写真（右）

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Rxj8fAAB
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販路
販促
支援

バイク正規ディーラー店の事業計画作成支援岡山県

支援体制

太田 渉 氏

岡山県経営支援プラットフォーム

岡山商工会議所

専
門
家

ＹＳＰ岡山南

■業種：卸売業、小売業
■従業員：4人
■資本金： - （万円）
■創業：昭和56年3月16日
■住所：岡山県岡山市北区岡町13-22
■企業概要：二輪車の新車・中古車販売、整備

■支援の経緯
本企業は、岡山県下で唯一ヤマハ発動機販売の正規ディーラー（ヤマハスポーツプラザ）として、新車販売、中古車
販売、車検整備、用品販売、保険代理業を行っている。国内需要がピークを過ぎ、先細る厳しい環境ではあるが、近年
ヤマハ発動機の発表した複数の新モデルがヒットしたことにより、同社は突出した販売数とシェアを獲得しつつある。そ
こで、今回のヒットをチャンスと捉え、今後の事業計画作成のきっかけにしようと当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
当機関がヒアリングを行い、業界の動向として、顧客層の人口減少と高齢化が顕著であること、これまで計画的に取
り組んでこなかった新規顧客の開拓と固定客化による生涯顧客価値の向上が課題であることがわかった。そこで、事
業計画の作成支援の実績が豊富で且つバイク業界に精通している本専門家を派遣することで課題の解決にあたった。

■専門家による具体的な支援内容
まずは本企業の現状把握を行った。国内バイクの販売台数は下落傾向にあるが、
2010年以降、「リターンライダー」と呼ばれる中高年ライダーが市場を下支えする格
好で、販売台数は下げ止まっている。リターンライダーはツーリング等のレクリエー
ションの意向が高いため、それをターゲットにした広報宣伝をメインに事業計画を作
成した。経営目標としては、切り売りの顧客よりも生涯顧客価値の高くなる常連を
増やすこと、そのために顧客管理の徹底とフォローアップに重点を置くことを重視す
るようアドバイスを行った。加えて、ツーリングの魅力アップのために、話題の360度
アクションカムを取り入れることを提案し、計画に落とし込むよう指導した。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000oMMgkAAG

支援

企
業

■氏名：太田 渉
■保有資格：ＩＴコーディネータ
■専門分野：ＩＴ
■専門家の声：従来の広報活動以外
にも様々な施策があることを知り代表
の改善意欲が向上した。実際に事業
計画を行うためには、単独での実行
は難しいため総合的な助言と専門家
の支援が必要と思われる。

太田先生を紹介してもらい、感謝しています。
支援時間が長時間にわたり、かつ事業計画の作成という慣
れない作業だったため、非常に疲れました。
しかし、太田先生が十分な時間をかけてヒアリングしてくだ
さり、計画を分かりやすくまとめていただいたので、助かりま
した。素晴らしい支援ありがとうございました。

支援を通じ事業計画を作成した。広報宣伝については、ダイレクトメールを主としたフォローに加
え、双方向での接点が持てるＦａｃｅｂｏｏｋページやインターネットをうまく活用した集客やマーケティ
ングの基盤を構築する。また、お客様の希望用途として最も需要があるレクリエーションのなかでも
ツーリングが突出しているため、今まで以上に話題性のあるツーリングイベントに力を入れ、顧客
獲得と満足度の向上を果たし売上を増加させる。さらに、この事業計画により小規模事業者持続
化補助金にも採択された。

下：（店舗写真）

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000oMMgkAAG
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販路
販促
支援

商品パッケージ及びのぼり作成による新規売上獲得支援広島県

支援体制

久保 咲央里 氏

広島県商工会連合会・広島県中小企業
団体中央会連携プラットフォーム

広島県商工会連合会

専
門
家

有限会社 I.K.O

■業種：卸売業、小売業
■従業員：3人
■資本金：300万円
■創業：昭和63年7月
■住所：広島県福山市木之庄町3-3-5

(他に駅家店・松永店の2店舗あり)
■企業概要：食料品小売店舗

■支援の経緯
本企業は、自然食材を取り扱う小売店舗として福山市内では有名な企業である。継続的な売上確保に向けて販路開
拓を要望していたところ、福山北商工会と複数の商工会が連携し、サービスエリアへの販路開拓を目的に『いいもの発
見！ひろしま物産展』を開催する予定であったことから、当該物産展に出店することとした。出品する商品は、福山市の
特産である「服部生姜」を使用した新商品である巻き寿司とし、あわせて従来より販売している「おはぎ」もパッケージデ
ザインをリニューアルし、当物産展での販売を考えた。また、様々なイベントに出店する際に、本企業自体を宣伝するた
めに効果的なのぼりの作成も併せて検討していた。これらの事案を解決するため、当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業においては、POPやのぼりといった販売促進ツールが不足していたため、商品の特徴や作り手を効果的に消
費者へ認識してもらえないことと、商品を購入した顧客以外に対して本企業のＰＲが徹底できていないことが大きな課
題であると判断した。そこで、ＰＯＰ、のぼり、商品パッケージのデザイン作成の支援において経験豊富な本専門家を派
遣することで課題の解決にあたった。

■専門家による具体的な支援内容
福山市の特産である「服部生姜」について、福山市駅家町産をＰＲしたほう

が効果的とアドバイスを行った。従来からのおはぎは、一目でわかるように
ラベルに筆文字で“おはぎ”の文字を入れ、和菓子らしさと高級感を出すよう
アドバイスし、改良。また、手作りだとわかるよう、美味しそうな帯になるように提案。キャラクターを
「いこうばあちゃん」と命名し、イメージカラーを明るいオレンジを基調にし、「いこうばあちゃん」を全面に

出しブランディング化した。のぼり等の販促物にも採用し、新規顧客獲得やリピーターの拡大に繋がる
支援を行った。 なお、「服部生姜」を使用した新商品の巻き寿司と従来の商品を、ＩＫＯブランドとして
イメージする統一化の提案も行った。

支援概要

成果

事業者の声
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専門家の声
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■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxiasAAB

支援

企
業

■氏名：久保 咲央里
■保有資格：SE、グラフィックデザイン
■専門分野：販路拡大・販促支援
■専門家の声：本企業の特長を伝え
るパッケージの構成等を指導し、企業
イメージの統一化を図り、本企業だと
一目でわかるおばあちゃんをイメージ
キャラクターとしたのぼりの構成等の
指導も併せて実施しました。

この度当制度を利用させていただき、自分たち個人の考え
には限界があり、斬新さに欠けるということに気付きました。

やはり、多くの事例を見ておられる専門の方の意見には訴え
るものがあり、納得できる仕上がりに大変喜んでおります。
また、商品に対するインパクトが生まれ、お客様の目にも留

まりやすくなり商品の価値もあがったと思います。ありがとう
ございました。

本専門家の支援を受け作成したパッケージを用いて平成28年9月17～19日に
福山サービスエリア上り線に出店。あいにくの悪天候ではあった
が本企業の努力もあり、おはぎは3日間で120パック以上を販売することが
できた。また、パッケージをリニューアルしたことで、おはぎの売上は、1.5倍になった。
今後、10月8～9日に開催される第50回西日本都市職員剣道大会等のイベントに
参加することで、さらなる売上獲得が見込まれる。

リニューアルした
パッケージ

（上：おはぎ 下：リニューアルパッケージをPRする社員）

商
品
の
ぼ
り
イ
メ
ー
ジ

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxiasAAB
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販路
販促
支援

新商品『蒸し生姜鍋のもと』の開発支援広島県

支援体制

平山 友美 氏

ひろしま中小企業支援ネット

公益財団法人ひろしま産業振興機構

専
門
家

イトク食品 株式会社

■業種：製造業
■従業員：18人
■資本金：1,000万円
■創業：昭和31年
■住所：広島県尾道市木ノ庄町木門田491
■企業概要：生姜関連商品等の製造・販売

■支援の経緯
本企業は、主に生姜関連商品（生姜湯・生姜の粉末など）の製造、販売を行っており、生姜は100％国産原料を使用し、
独自製法により効能と味にこだわった商品開発を行っている。しかし、近年の業界情勢により価格競争に巻き込まれて
いることに加え、顧客ターゲット層の高年齢化により、売上額が最盛期の60％程度に減少していた。そこで、新しい顧客
ターゲットの開拓等の販路拡大方法について当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
当機関で課題を抽出したところ、販売戦略の見直しと商品開発支援が必要と判断した。そこで、当機関の支援策であ
るチーム型支援事業を活用し、販路開拓及びデザインの専門家らとともに、販売戦略の立案支援などを行ったところ、
既存の商品を改良した『蒸し生姜湯「極」』を首都圏の高級スーパーマーケット等へ導入するなど新規販路先の開拓に
成功した。一方で、新商品の開発支援では、『蒸し生姜鍋のもと』の開発を行ったが、商品名に見合った、生姜の風味
が弱い部分があり、自社にて調整（試作）を試みたが、生姜感を出すと出汁の旨みが薄れ味の調整が難しいため、商
品改良が必要と判断した。そこで、商品開発を専門分野とし、数多くの実績をもつ本専門家を派遣することで課題の解
決にあたった。

■専門家による具体的な支援内容
生姜の風味を既存の商品よりも感じられるようにするにはどうしたら良いか、ユーザー視点から
味の調整を行い、試行錯誤の結果、天然素材の出汁に生姜は生と乾燥の両方を加えて煮出す
という従来の作り方を変更するよう提案した。原料コストの高い、同社の乾燥生姜を出汁に使う
のではなく、仕上げに入れて封をすることにした。これにより生姜が入っていることを可視化でき、
消費者に生姜の風味を強く感じてもらえるものとなった。商品コピーにも「プラス生の生姜でプロの味」を加え、
購入者に生の生姜をすり、足して食べてもらうという売り方も提案した。それを踏まえて商品のパッケージも変更した。

支援概要
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■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjMBAAZ

支援

企
業

■氏名：平山 友美
■保有資格：フードコーディネーター
■専門分野：商品企画，レシピ開発，販路拡大
■専門家の声：本企業の商品づくりへのこだわ
りに共感し、商品開発の支援を行いました。売
場を見渡しても添加物を使わず、天然の素材
だけで作った鍋の素で、常温商品は見かけま
せん。健康志向で本物を求める方をターゲット
に、且つ単身者が一人でも楽しめる商品ができ
あがりました。

“生姜で体温革命”をモットーに、生姜という素材にこだわり、
ライフスタイルに合わせた商品を提供することにより、日本を
元気にしたいと考えております。平山先生との商品開発により、
冬だけに限らず夏でも楽しめる『蒸し生姜鍋のもと』ができあ
がりましたので、沢山の方に楽しんでいただきたいと思います。
生姜は温め成分もさることながら、抗酸化作用も期待できる食
材であり、今後も様々なカテゴリーの商品を発信していきたい
と考えております。

今回の指導、提案により、初めのスープづくりの段階で、乾燥生姜を加えるのをや
めて生の生姜だけでスープを取るレシピに変更した。これにより、出汁の風味はしっ
かり感じられるようになるとともに、コストも抑えることができた。
並行して支援がされていた高級スーパーマーケット向け販売戦略については、問
屋向け商売から小売店向けの商売へと移行が成功し、これまで直接取引がなかっ
た首都圏の高級スーパーマーケット等も新規開拓することができていたことから、当
該新商品についても高級スーパーマーケットでの販売が行われている。

既存商品『蒸し生姜湯』 高質スーパー向け新商品
『蒸し生姜湯「極」』

ブラッシュ
アップ

生姜関連商品イメージ（右）

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjMBAAZ
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販路
販促
支援

呉服小売店のインターネットを活用した販路拡大支援徳島県

支援体制

岡 博史 氏
専
門
家

■支援の経緯
本企業は美馬市穴吹町で衣服、呉服の小売業を営んできた企業である。近年反物の売れ行きが落ち込んでいること
から、反物の販売手法を見直したいと希望していた時に、昨年度当拠点が行った、呉服小売業を営む（株）拝村屋様へ
の売上拡大支援を知り、当拠点に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業へヒアリングを行ったところ、呉服を着る機会が全国的に減少しているため、反物の売れ行きは落ち込んでい
る状況ではあるが、美馬市内の顧客においては、少ないながらも呉服の需要は続いていることが販売実績から読み取
れたため、反物の需要は潜在的にあると分析した。一方で、その潜在的な需要を掘り起こすためには、インターネットを
活用した新しい販路を開拓し、顧客獲得を行うことが必要であると判断した。そこで、小売店での販路拡大やインター
ネットを活用した販売促進について豊富な支援実績がある本専門家を派遣することで課題の解決にあたった。

■専門家による具体的な支援内容
まず事業主がインターネット環境に慣れていなかったこと
から、インターネットでのオークションの仕組み、出品にかかる
留意事項の説明及び発生するコストについて助言を行った。
また、近隣の着付教室、和装学院、茶道教室など呉服の
需要が見込まれるところへ個別に訪問し、呉服のＰＲを行う
よう提案した。加えて、反物を、パッチワークの材料やスリッパ
に加工して販売するよう提案を行った。
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■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000d0BvlAAE

■氏名：岡 博史
■保有資格：調理師
■専門分野：販路拡大・販促支援
■専門家の声：試作したスリッパや
バッグを拝見したが、国内販売だけで
なく、海外販売（ネット上で）も検討す
べきだ。反物での販売だけでなく、付
加価値を付け新たな商品に生まれ変
わることで、さらに需要が増すだろう

・県西部を拠点に事業者の支援を続ける岡先生への相談か
らインターネットの活用でオークションという販売チャネルを広
げることが出来た。
・着付教室、和装学院、茶道教室などへのアプローチから新
規顧客の掘り起こしができて、本企業への来訪に繋がり、反
物のＰＲと売上に繋がった。
・人口が減少し、高齢化が進んでいることから今回提案を受
けた新しい販売チャネルを継続しつつ、また新しい販売手法
を取り入れ事業に生かしていきたい。

インターネットのオークションに10点ほど出品したところ、半数の落札が得られた。遠方である沖縄県からの購入もありオーク
ション出品のメリットを実感した。また、着付教室等への個別訪問や、支援頂いた専門家及び徳島県よろず支援拠点にも口コミで
本企業のＰＲにご協力頂いたことで、呉服に興味を持つ顧客層の掘り起こしに成功し、美馬市外の顧客も来店するようになった。
専門家の支援後に、特価での販売ではあったが反物の販売が50本以上にまで増えた。加えて専門家より提案のあった、反物を
素材としたスリッパ作成については、実際にスリッパ工場で試作品を作成するところまで進んでおり、今後新商品として販売する
予定である。

有限会社 大野屋

■業種：卸売業、小売業
■従業員：2人
■資本金：800万円
■創業：昭和29年10月18日
■住所：徳島県美馬市穴吹町穴吹字辻38-4-1
■企業概要：衣料品小売業

企
業

反物を使用したスリッパ（左）と手さげ袋（右）

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000d0BvlAAE
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販路
販促
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地域でのブランド力向上に向けた支援香川県

支援体制

福田 真弓 氏

中小企業支援プラットフォームかがわ

公益財団法人かがわ産業支援財団

専
門
家

株式会社 高畑精麦

■業種：製造業
■従業員：30人
■資本金：4000万円
■創業：明治21年2月15日
■住所：香川県善通寺市上吉田町5丁目2番4号
■企業概要：精麦、飼料製造、小麦粉・製麺販等

■支援の経緯
本企業は、香川県善通寺に所在する精麦業者であり、従前の売上はＢｔｏＢ商品が主力であった。近年、麦価格の下
落と食生活の変化により、地域の農家の生産量は減少傾向にあった。また、地域の食卓における大麦の消費機会に
ついても減少傾向であった。そこで上記の外部環境を好転させ、地域の伝統食材である大麦（はだか麦）の良さを直接
消費者に訴求することで消費量を拡大する取組である「讃岐はだか麦舗」のブランドを立ち上げた。同ブランドは消費
者に「麦のある生活」を提案するＢｔｏＣ商品を中心とした展開である。首都圏等での販路拡大施策は一定程度奏功して
おり、今後は地元香川県を含む瀬戸内圏エリアにおいてもブランドの浸透と確立を図るべく相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業のブランド構築においては、複数の外部サポーター（販路拡大担当、デザイン担当等）がチームを組んで実施
している状況であったことから「誰が何をどこまでするか」を明確にしておく必要があった。また、イベント出展・高級スー
パーでの採用等、首都圏においては一定程度の取組ができているが、地元である瀬戸内圏エリアにおけるブランディ
ングと販路開拓についての取組は不十分であることも判明した。そこで、地域ブランド戦略支援の実績があり、主に瀬
戸内エリアにおいて支援を行っている本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
まずは事業者に現状をヒアリングし、内部環境・外部環境についての考察を行った。次に複数の外部サポーターの支
援状況について、「誰が何をどこまでするか」の役割分担を明確に整理した。また、参考となる他県のブランド化の事例
を伝えながら、本企業の事業展開に活用できる手法等についても検討を行った。左記の先行事例も踏まえながら、「讃
岐はだか麦本舗」の瀬戸内圏における具体的な事業展開について、本企業事業者とともに検討を行った。その上で「ど
のチャネルで（具体的な店舗・マルシェ）」、「いつ頃」、「誰と」するのかといった、計画の骨子を策定した。
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■氏名：福田 真弓
■保有資格：経営コンサルタント
■専門分野：地域ブランド戦略
■専門家の声：広島市「トランクマー
ケット」を紹介し出展頂いた結果、相
応の売上計上できており、同出展手
法が今後のイベント展開の定形の一
つにあると有効。また裸麦のブランド
化については地域と協働する事で更
に大きな成果が期待できると考える。

「トランクマーケット」は初めての広島出店でしたが、大麦への
関心も非常に高く、はだか麦の量り売りも大好評でした。また、朝
食にグラノーラを食べている人も多く、NUDE GRANOLAも沢山の
方にお買い求めいただけて、とても嬉しかったです。｢これから大
麦生活始めます♪｣の言葉を何人もの方から頂き、これからの励
みとなりました。瀬戸内圏ローカルでの販売及びプロモーション
の場として非常に有効であると感じました。

また、福田先生に「現在の事業内容の整理」、「外部専門家の役
割分担」を明確にして頂いたおかげで、今後の事業計画がより
ハッキリとしたものになりました。ありがとうございました。

支援により、複数の外部専門家との協働について、ブランドプロデューサーに牽引役となってもらうことと
なった。瀬戸内圏ローカルでのブランディングにおいては、「自社ブランド」と「地域ブランド」の役割・関係性
について考察検討し、今後は「行政及び地域企業との連携構築」を模索する方向性にて計画骨子を策定し
た。ローカルにてブランドを毀損しないチャネルについて検討した結果、福田専門家の提案により、まずは広
島市「トランクマーケット」への出展に取り組むこととなった。同マーケットへの2日間出展にて、200名を超え
る来店があり、売上は300千円程度を計上した。また、瀬戸内圏から広く集客する同マーケットへの出展によ
り、「食に対する感度の高い」良質なクラスターに対し、効果的に商品ＰＲできた事も大きな成果となった。

トランクマーケット参加の様子とはだか麦の商品

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxicBAAR

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxicBAAR
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地元パン屋の首都圏への販路開拓支援高知県

支援体制

伊藤 拓哉 氏

高知県地域プラットフォーム
「チームよさこい」

宿毛商工会議所

専
門
家

有限会社 菱田ベーカリー

■業種：製造業
■従業員：10人
■資本金：600万円
■創業：昭和26年4月
■住所：高知県宿毛市和田340-1
■企業概要：宿毛市を中心とした近隣市町村へ

のパンの販売・卸

■支援の経緯
本企業は、高知県宿毛市に所在する創業65年のパン屋である。現在は宿毛市内及び高知県西部を事業エリアとして
いるが、人口減少等の影響もあり売上が毎期5%程度減少する傾向が10年程度続いていた。そこで、今後一定規模の
売上を確保していくため、高知市内をはじめ県内全域、四国他県にもパンを販売していきたいとの要望があった。また、
首都圏、関西圏等の大消費地へのＰＲも必要だと漠然と考えていたため、当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
ヒアリングの結果、経営課題の一つが、「域内での卸先、販路の減少」であり、域外（県内外、特に大消費地）への販
路開拓、拡大を検討することで必要であった。まずは、宿毛商工会議所が、本企業の商品構成、販路、原価計算等、管
理会計の考え方を本企業に導入した。結果、卸先、販路の減少等を定量的に現状把握することができ、さらなる経営課
題の抽出・整理につながった。次に、域外への販路開拓を検討するにあたって、本企業商品のＰＲや地元の情報発信
を含めたブランディングを行うこととした。なお、域外を目指した場合大消費地ではない地方で製造しているため、地理
的ハンディや情報不足は否めない。そこで、地域産品のブランド化支援に実績のある本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
本企業の商品はこれまで高知県西部を事業エリアとしてきたことから、当然関東地方での
認知度はなかった。そこで、この点を逆手にとって、ブランド力向上に繋がるよう、商品の
歴史、文化について紐解き、パッケージやＨＰ、販売スタイル等にも反映させていった。
また、販売に際しては、暖かで懐かしいイメージを連想させる「昭和レトロ」をイメージした
装飾やコンセプトとするよう提案するとともに、「羊羹ぱん」という商品名から連想しづらい
中身について透明のパッケージを使用し、改善を図った。結果、「美味しそう」「食べてみた
い」といったコメントをお客さまから現場で頂けるようになり、販売拡大につながった。

支援概要
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■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000d2dPBAAY
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■氏名：伊藤 拓哉
（株式会社生産者直売のれん会）
■保有資格：
■専門分野：地域資源活用/経営革
新/販路拡大・販促支援/農商工等
連携
■専門家の声：ブランド化を行うこと
で、飛躍的に売上、収益が向上する
企業様だと感じた。

伊藤様から、地方にある本企業にとって的確なアドバイスを

頂いた。首都圏を中心とした販路開拓は、時間もコストもか

かるが、効率よく開拓することにつながった。

首都圏を中心とした域外販路開拓について、一定の方向性

を見出すことができた。

今後はテストマーケティングの分析結果や販売実績をもと

に、本企業の域外販路開拓計画を策定していく必要があると

考えている。

都内の駅構内での販売が実現し、ＣｔｏＣの市場開拓にもつながった。さらに、「昭和レトロ」を

コンセプトとした本企業のイメージについても、顧客に伝わりやすいよう、ＰＯＰや表示等細かい

部分も改善することができた。結果、「美味しそう」「食べてみたい」といったコメントをお客さまから
現場で頂けるようになり、販売拡大につながった。
本補助事業での取組みがきっかけで、首都圏の個人のお客さまへの新規販路開拓がより強固

なものになった。前期対比売上高が200％の増加となった。

成果
（上：店舗写真） （下：商品写真）

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000d2dPBAAY

